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収入（歳入）

収入の種類 収入額 構成割合

給料 24.4万円 39.6% 町民税、固定資産税など

パート収入 2.4万円 3.9% 施設使用料、手数料など

貯金の取崩し 0.5万円 0.8% 基金の取崩しなど（繰入金）

その他の雑収入 2.8万円 4.5% 預金利子、町有地の貸付料など

親からの援助
（自由に使えるお金）

13.9万円 22.5% 交付税、譲与金など

親からの援助
（使い道を決められたお金）

12.5万円 20.3% 国・県補助金など

借金（ローン） 5.2万円 8.4% 町債

合　　　計 61.7万円 100.0%

酒々井町の家計簿

　平成２３年度一般会計の予算額６１．７億円(９月補正後）を１万分の１に
して、ひと月の家計簿のイメージに例えてみました。

自
主
財
源

依
存
財
源

町予算上の項目

自主財源
3,015,695千円

依存財源
3,158,722千円

国・県補助金など
1,247,115千円

交付税、譲与金など
1,388,807千円

施設使用料、手数料な
ど 240,053千円

基金の取崩しなど（繰
入金） 49,186千円

預金利子、町有地の貸
付料など 282,237千
円

町債 522,800千円

町民税、固定資産税な
ど 2,444,219千円

　　　 歳　　入
６，１７４，４１７千円

48.8%

51.2%

○町予算の内訳（歳入）
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支出（歳出）

項目 支出額 構成割合

食費 15.3万円 24.8% 職員給料、議員報酬などの人件費

医療費や子供たちの養育費など 6.8万円 11.0% 医療費助成や子ども手当などの扶助費

借金（ローン）返済 5.8万円 9.4% 公債費

家の増改築など 9.1万円 14.8%
投資的
経　費

道路等の建設改良費

光熱水費など雑費 18.3万円 29.7%
光熱水費などの物件費
補助金、交付金などの補助費

家具や家電の修理代など 0.1万円 0.1% 町有施設等の維持補修費

子どもへの仕送り 4.6万円 7.5% 他会計への繰出金

貸付金 0.2万円 0.3%
投資及び出資金
中小企業等への融資（貸付金）

貯金 1.5万円 2.4% 基金積立金

合　　　計 61.7万円 100.0%

町予算上の項目（性質）

義
務
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

　「町の予算に関する説明資料を毎年見るが、金額が大きすぎてピンとこ
ない、用語がわからない」という声をよく耳にします。
　そこで、仕組みは違いますが、会社のように利益を上げることが目的で
なく、家族（町民）一人ひとりを幸せにし、暮らしの充実を目的としてい
る家計に置き換えてみました。

その他の経費
2,468,551千円

投資的経費
907,040千円

義務的経費
2,798,826千円

他会計への繰出金
462,389千円

町有施設等の維持補修
費
2,460千円

投資及び出資金、中小
企業等への融資（貸付
金） 19,945千円

基金積立金 148,029
千円

光熱水費などの物件費
補助金、交付金などの
補助費 1,835,728千
円

道路等の建設改良
 907,040千円

公債費 582,978千円

医療費助成などの扶助
費
 682,051千円

職員給料、議員報酬な
どの人件費
1,533,797千円

　　　 歳　　出
６，１７４，４１７千円

○町予算の内訳（歳出）
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予算配分は 

平成２３年度の一般会計の予算額を費目別（使用する目的別）に分け、平成２１年

度からの決算額と比較しました。 

財政健全化計画に基づいて、経費の削減に努めているため、経常的経費は微増であ

るものの、投資的経費が大きく増加しています。増減の主なものは、民生費について

は、子ども手当や認定子ども園への整備補助金などによる増加(H22)、土木費につい

ては、酒々井インターチェンジ関連事業などによる増加(H23)、教育費については、

小中学校耐震化及び大規模改造工事などによる増加(H22)があります。また、公債費

については、年々減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成２１年度及び平成２２年度は決算額で、平成２３年度は予算額（９月補正後）です。 

 

 

議 会 費  町議会を運営するための経費 

総 務 費  役場の事務や選挙、統計、財産管理などをするための経費 

民 生 費  高齢者や身体の不自由な方、小さな子供たちを支援するための経費 

衛 生 費  健康づくり、予防接種やごみ処理、環境保全などの経費 

農林水産業費  農産物の生産性の向上や農道整備などの経費 

商 工 費  商工業の発展や観光の振興などのための経費 

土 木 費  道路の新設や維持管理、防犯街灯の整備などの経費 

消 防 費  生命や財産を火災、その他の災害から守るための経費 

教 育 費  小・中学校や社会教育施設の管理、公民館活動など教育のための経費 

公 債 費  町の借金を返すための経費 

※歳出予算には、この他に不測の経費に充当するための「予備費：１３百万円」があります。

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

一般会計決算・予算の推移（費目別）

平成２１年度 105 1,166 1,024 491 101 91 476 443 1,047 724 

平成２２年度 94 1,214 1,365 451 119 87 581 451 1,368 649 

平成２３年度 134 961 1,477 513 121 114 972 455 831 583 

議会費 総務費 民生費 衛生費
農林水
産業費

商工費 土木費 消防費 教育費 公債費  計 

5,668 

6,379 

6,161 

（単位：百万円） 
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親からの援助（国から町への財源補てん）は 
すべての地方団体が一定の行政サービスを提供できるよう財源を保障するため、地方の固

有財源として地方交付税が配分されています。しかしながら、国の三位一体の改革などによ

って地方交付税の一部が「減税補てん債（平成１８年度をもって制度廃止）」や「臨時財政対

策債」などの借入金に振り替えられています。 

このような地方債は、地方交付税の減少を補てんするために制度化されたもので、交付税

の基準財政需要額に算入されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町のローン残高（借入金残高）は 
町債は、主に学校や道路等の整備をするために町が借り入れるお金です。 

近年は、町が国の代わりに借金する「減税補てん債」、「臨時財政対策債」などの借

入金残高が増加していますが、建設事業（道路や建物などの社会資本整備）等財源の

借入金残高については、財政状況を考えながら事業費や借入額の抑制に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計       5,537  6,070   6,420   6,241   5,891  5,539   5,160   4,715  4,537   4,469  4,529 

 

（単位：百万円） 
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1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

一般会計債（借入金）残高の推移

臨時財政対策債 114 339 846 1,202 1,470 1,710 1,898 2,051 2,289 2,620 2,901 

減税補てん債 900 885 882 889 858 815 742 666 589 509 428 

建設事業等財源 4,523 4,846 4,692 4,150 3,563 3,014 2,520 1,998 1,659 1,340 1,200 

Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

（単位：百万円） 
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1,200
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1,600

国からの財源補てんの推移

臨時財政対策債 114 225 507 356 274 259 235 220 321 427 390 

減税補てん債 36 34 49 48 32 25 

地方交付税(特別) 153 147 135 117 93 83 101 103 110 124 72 

地方交付税(普通) 1,096 969 728 662 695 553 623 698 771 897 1,006 

Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

（単位：百万円） 
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町の貯金残高（基金残高）は 

基金は、町が予算を編成する際の財源補てんや特定の目的のために積み立てている

貯金です。個人で例えると財形貯蓄、住宅積立金、学資積立金などに当たり、後年度

の資金需要や財源不足に備えるためのものです。 

一般会計の財政調整基金は、プリミエール酒々井の建設（平成１３～１５年度）や

地方交付税の減額などによる財源補てんのため取り崩したことにより現在高が減少

しましたが、平成１９年度以降、地方交付税の好転などにより少しずつ増加していま

す。 

また、平成１８年度以降、ちびっこ天国基金が加わったことから、特定目的基金が

増加しています。 

 

★財政調整基金（災害復旧、その他財源不足が生じたときの財源） 

★減債基金（町債の償還額を補うための財源） 

★その他特定目的基金 

◎都市開発基金（宅地開発などによる公共公益施設の整備のための財源） 

◎地域福祉基金（福祉社会を築くための事業に充てる財源） 

◎ちびっこ天国基金（酒々井ちびっこ天国の維持管理、運営及び処分の財源） 

◎その他・・・児童・生徒国際交流振興基金、土地開発基金、農業基盤整備事業基金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 計     1,503   1,167    764    435     449     801      781     835    877    1,230   1.433 

0

200

400

600
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1,000

1,200

1,400

1,600

一般会計積立金残高の推移

特定目的基金 185 134 132 53 25 434 402 382 384 409 386 

減債基金 115 115 95 5 1 1 1 1 1 1 1 

財政調整基金 1,203 918 537 377 423 366 378 452 492 820 1,046 

Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

（単位：百万円） 
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町の家計の様子（平成１３年度～平成２２年度） 

町の家計は大変厳しい状況が続いてきました。特に、平成１３年度から平成１５年

度には、プリミエール酒々井を建設するため多額の貯金（財政調整基金）を取り崩し

ました。また、国による三位一体改革により国庫支出金や地方交付税の減額が続き、

平成１８年度の地方交付税は平成１３年度から見ると約２分の１（４ページの親から

の援助参照）になっていることから、財政的に特に厳しい時期を迎えていました。 

そこで町では、今まで以上に人件費や物件費等の経常的経費の削減や効率化に努め

るとともに、それでも不足する財源については、財政調整基金や水道事業会計資金を

使用（借入）してその難局を乗り越えました。 

その後、平成１９年度以降は、徐々にではありますが地方交付税が増額するととも

に、国による経済対策等による補助金や交付金を最大限活用しながら執行した結果、

財政の健全化に好転の兆しが見えはじめ、水道事業会計からの２億円の借入について

は、平成 19 年度で 1 億円、平成 20 年度でさらに 1 億円を返済し完済することが

できました。また、平成２２年度決算においては、貯金（財政調整基金）を取り崩す

ことなく、さらに健全化を進める結果となりました。 

 

歳入歳出決算歳入歳出決算歳入歳出決算歳入歳出決算のののの状況状況状況状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 財調繰入金＝歳入のうち財政調整基金からの繰入額（貯金の取り崩し） 

   水道繰入＝歳入のうち水道事業会計からの繰入額（水道事業会計からの借入） 

 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

歳入 6,751 6,787 6,053 5,553 5,283 5,520 5,199 5,282 5,993 6,646 

歳出 6,109 6,590 5,832 5,372 5,168 5,453 5,035 5,087 5,668 6,379 

収支 642 198 221 180 115 67 164 195 325 267 

財調繰入 222 522 582 363 118 163 65 111 80 

水道繰入 100 50 50 

Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

（単位：百万円） 
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町財政構造の現状と将来に向けて 

平成２１年度の決算において、全国には酒々井町と同じような人口及び産業構造を

している町村が１３９団体あり、町の財政構造をその類似団体と比較してみます。 

財政力、人件費・物件費等の状況、公債費・将来負担の状況は類似団体平均値を下

回っていますが、その他は平均値を上回っているため改善が必要です。 

    

市町村財政比較分析表市町村財政比較分析表市町村財政比較分析表市町村財政比較分析表    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○○○    財政力財政力財政力財政力（（（（財政力指数財政力指数財政力指数財政力指数））））    

・酒々井町      ０．７７ 

・類似団体内平均値  ０．７１ 

・類似団体内順位   ４６／１３９ 

○○○○    財政構造財政構造財政構造財政構造のののの弾力性弾力性弾力性弾力性（（（（経常収支比率経常収支比率経常収支比率経常収支比率））））    

・酒々井町      ８９．６ 

・類似団体内平均値  ８８．９ 

・類似団体内順位   ７４／１３９ 

○○○○    人件費人件費人件費人件費・・・・物件費等物件費等物件費等物件費等のののの状況状況状況状況（（（（人口人口人口人口 1111 人当人当人当人当たりたりたりたり人件費人件費人件費人件費・・・・物件費等物件費等物件費等物件費等のののの決算額決算額決算額決算額））））    

・酒々井町      １０２，２６６円 

・類似団体内平均値  １０７，１５１円 

・類似団体内順位   ６７／１３９ 

○○○○    給与水準給与水準給与水準給与水準（（（（ララララスパイレススパイレススパイレススパイレス指数指数指数指数））））※※※※国国国国とのとのとのとの比較比較比較比較    

・酒々井町      ９９．０ 

・類似団体内平均値  ９６．５ 

・類似団体内順位   １０３／１３９ 

 

財政力財政力財政力財政力

財政構造財政構造財政構造財政構造のののの弾力性弾力性弾力性弾力性

人件費人件費人件費人件費・・・・物件費等物件費等物件費等物件費等のののの
状況状況状況状況

給与水準給与水準給与水準給与水準
   （   （   （   （国国国国とのとのとのとの比較比較比較比較））））

定員管理定員管理定員管理定員管理のののの状況状況状況状況

公債費負担公債費負担公債費負担公債費負担のののの状況状況状況状況

将来負担将来負担将来負担将来負担のののの状況状況状況状況

類似団体平均類似団体平均類似団体平均類似団体平均

酒酒酒酒々々々々井町井町井町井町
※※※※類似団体平均類似団体平均類似団体平均類似団体平均をををを100100100100としたとしたとしたとした
　　　　ときのときのときのときの比率比率比率比率でででで表表表表したしたしたした。。。。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、当該団体と同じグループに属する団体
を言う。

40404040以下以下以下以下

60606060

80808080

100100100100

120120120120

140140140140以上以上以上以上
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○○○○    定員管理定員管理定員管理定員管理のののの状況状況状況状況（（（（人口人口人口人口千人千人千人千人当当当当たりたりたりたり職員数職員数職員数職員数））））    

・酒々井町      ７．６４人 

・類似団体内平均値  ６．８４人 

・類似団体内順位   １００／１３９ 

○○○○    公債費負担公債費負担公債費負担公債費負担のののの状況状況状況状況（（（（実質公債費比率実質公債費比率実質公債費比率実質公債費比率））））    

・酒々井町       ７．６％ 

・類似団体内平均値  １１．７％ 

・類似団体内順位   ３１／１３９ 

○○○○    将来負担将来負担将来負担将来負担のののの状況状況状況状況（（（（将来負担比率将来負担比率将来負担比率将来負担比率））））    

・酒々井町      ２３．１％ 

・類似団体内平均値  ６４．４％ 

・類似団体内順位   ３９／１３９ 

 

 

用語用語用語用語のののの解説解説解説解説    

○○○○    財政力指数財政力指数財政力指数財政力指数    

財政力を示す指数で、基準財政収入額を基準財政需要額で除して得た数値の 3 年間

の平均値です。この指数が大きいほど財政的に余裕があるとされ、「1」を超えると地方

交付税は交付されないことになります。 

○○○○    経常収支比率経常収支比率経常収支比率経常収支比率    

人件費、扶助費などの経常的経費に町税・普通交付税などを中心とする経常的収入

がどの程度充当されるかをみることにより、財政の硬直度を表す指標をいいます。この

比率が低いほど、いろいろな事業に使えるお金の余裕があるといえます。 

○○○○    実質公債費比率実質公債費比率実質公債費比率実質公債費比率    

毎年度経常的に収入される財源のうち、公債費や公営企業債に対する繰出金などの

公債費に準ずるものを含めた実質的な公債費相当額（普通交付税が措置されるものを

除く）に充当されたものの占める割合の 3 年間の平均値です。 

○○○○    ラスパイラスパイラスパイラスパイレスレスレスレス指数指数指数指数    

国家公務員と地方公務員の平均給与額を、国家公務員の給与を１００とした場合の

地方公務員の給与水準を示した指数です。 

○○○○    人口人口人口人口 1111 人当人当人当人当たりたりたりたり人件費人件費人件費人件費、、、、物件費等決算額物件費等決算額物件費等決算額物件費等決算額    

人口 1 人当たりの人件費、物件費及び維持補修費の合計額です。 

○○○○    将来負担比率将来負担比率将来負担比率将来負担比率    

一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模を基本とした額に対す

る比率です。この比率が高い場合、将来これらの負担額を実際に支払う必要があること

から、今後の財政運営が圧迫される可能性が高くなります。 

○○○○    人口千人当人口千人当人口千人当人口千人当たりたりたりたり職員数職員数職員数職員数    

人口千人当たりの職員数です。 
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酒々井町の財政構造の成り立ち 

地方交付税交付団体である酒々井町は、財源を国からの援助（４ページ）である地

方交付税に大きく依存しています。 

地方交付税の配分は、毎年度の国の地方財政計画により決定され、政策的に増減が

図られます。これにより、町財政は大きな影響を受けます。 

佐倉市との合併協議会が解散した翌年の平成１８年度は大幅に地方交付税が減額

され、町は存亡の危機を迎えました。この時期の厳しい財政運営が、今も基本とされ

ています。 

地方があまりにも疲弊したため、平成１９年度以降は地方交付税が増額となりまし

たが、景気の低迷等による町税の減収が続くものと予想されます。 

このように財政運営は絶えず緊張状態を保ちつつ、健全な運営を維持できるよう努

めています。 

 

平成２２年度決算に見る財政の健全度 

地方公共団体においては財政状況が悪化している中で、平成１９年度に「地方公共

団体の健全化に関する法律」が制定され、早期の健全化を促す仕組みが作られ、新し

く５つの財政指標が設けられました。 

 ５つの指標はすべて早期健全化基準を大きく下回っていますので、健全健全健全健全と言えます。 

 今後も、この条件をクリアーする財政運営を図ります。 

（％）  

 酒酒酒酒々々々々井井井井町町町町のののの比率比率比率比率    早期健全化基準 財政再生基準 

実質赤字比率 ――――    １５．０ ２０．０ 

連結実質赤字比率 ――――    ２０．０ ４０．０ 

実質公債費比率 ６６６６．．．．１１１１    ２５．０ ３５．０ 

将来負担比率 ００００．．．．２２２２    ３５０．０  

下水道事業 ――――    公営企業資金 

不足比率 水道事業 ――――    
２０．０  

《詳細は、酒々井町ホームページに掲載しています。》 

 

これらのことから、今後のまちづくりは、財政構造の弾力性の確保や給与水準の適

正化を図り、歳出面では、人件費、公債費、補助費等の削減を図り、経常的経費の水

準を下げるため、引き続き、行財政改革の強力な推進を行い、着実な行政経営を行う

ことが大切です。 

 

 


